
○　テーマ 『環境との調和に配慮した有機農業』に関する県民の意識調査について

○　調査の目的 有機農業で生産した「有機農産物（茶など加工品を含む）」に関する調査を実施し，

環境との調和に配慮した産地づくりの推進の参考とする。

○　実施月 令和３年１１月

○　調査対象者数 ２００人

○　回答者数 １７１人（８６％）

問１ 農産物の購入でよく利用する方法は。

問２ 農産物を購入する際に気をつけていることは。（複数回答）

問３ 有機農業を御存じですか。
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2%
0%
1%
6%

14%
77%

その他

農家からの直接購入

インターネット

生協などの宅配

農産物直売所

スーパーマーケットなどの量販店

2%
6%

9%
11%

18%
24%

30%

その他

生産履歴が分かる

栄養価が高い

産地や生産者の顔が見える

地元産である

値段が安い

新鮮である

2%
30%

68%

知らない

聞いたことはあるが，よく知らない

知っている
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問４ 有機農業に求められる条件で知っているのは。（複数回答）

問５ 有機農産物のイメージとして当てはまるのは。（複数回答）

問６ 有機農産物を購入したことは。

問７ 有機農産物の購入でよく利用する方法は。

1%
3%

27%
34%
34%

機械を使わない

堆肥を使わない

遺伝子組換技術を使わない

農薬を使わない

化学肥料を使わない

1%
2%

7%
11%
12%

18%
21%

28%

その他

一般の農産物との差がない

品揃えが少ない

栄養価が高い

美味しい

値段が高い

環境にやさしい

安心・安全

20%

66%

14%

購入したことがない

時々購入する

よく購入する

2%
1%
3%
4%
5%

38%
46%

その他

インターネット

農家からの直接購入

有機農産物の販売専門店

生協などの宅配

農産物直売所

スーパーマーケットなどの量販店

国の有機ＪＡＳ法で使用が認められて

る天敵等生物農薬などの「化学合成農薬

に含めない農薬」について，消費者へ理

解を深める必要があります。
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問８ 今後も有機農産物を購入したいですか。

問９ 有機農産物を購入したことがない（控えたい，しない）理由は。

（複数回答）

問10 多くの人に有機農産物を購入してもらうため必要なことは。

（複数回答）

2%

3%

58%

37%

購入しない

これまでより購入量を控えたい

これまでどおりの量を購入したい

購入量を増やしたい

18%
1%
4%
4%

12%
16%

44%

その他

見た目がよくない

魅力がない

美味しくない

欲しいものが少ない

お得感が少ない

身近で手軽に購入できない

2%
7%

11%
16%

19%
21%

24%

その他

栄養価の高さ

美味しさ

品揃えの多さ

値段の安さ

産地や消費者の情報

近所や買いやすい場所での販売

○「その他」の主な意見

・ 自給している。

・ 友人や知人から頂いている。

・ 有機農産物と一般農産物との見分けができない。

・ 流通している品目や数量が少ない。

・ 有機農産物という意識を持って購入しない。
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問11

　

○

○

○ 　食品の安心安全について，日頃から様々な機会を通じて啓発して欲しい。

○

○ 　形が不揃いの野菜でも，普通に流通し店頭で購入できるようにして欲しい。

○ 　生産者と消費者との情報共有が必要。

　農産物を購入する際，生産者の顔や名前が見えることで安心して購入できると
考えます。

　生産技術を向上し商品としてしっかり作っていただき，それを広報すること
で，消費者の関心が高まり購入者が増えるのでは。

　学校給食に取り入れるなど，食の安心安全について学校教育で力を入れて欲し
い。

　いただきました御意見・御要望の一部を紹介します。
　また，その他多くの御意見・御要望をいただき，県民の食の安心・安全の確保や環境に配慮
した取組　について意識が高いことを改めて理解できました。

食の安心・安全の確保や環境に配慮した取組について，御意見・御要望
等ありましたらお聞かせください。
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